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M 仙'¥:)ーも哉、 6Ji立しいコも静官制 iζ鳴きずでし、く季節でしたが、今年長科大忙しとなりましし 。。

噌戸金デミるかねてから、細川きた終定非常利泌総法人(N.P.O泌総統治1神掛け駒

--.:::? 毒事より出され、終議事6月号忌法人(1)主主総弘済みました。とれにより、この?支

える会J の誌を童書i立、内容はこれまでと変わりまぜんぶ、今後 N.P.O.の滋動として、より言電後の

ある、役会的にも公;とされ，丸形で進路られていきます。

このことが、メリット、デメリットの議室総会越え、茸ちをまで…f生懸命生きる隊察官ずたちを支え

ている伎の活動との進帯と、:友いの隣家しを通し、院長察絞め地域生活の室、へつながればと、

切望いたし三ます。そして、余録・害者励会員が、良分たもの活動の意義~自然;こ確認し、買さなる

空室長霊へ在つなげられるようにもえとればと思います。

* * * 
さて、 6Ji 12日から 17Aまで、;大重量illの「ギャララーかれんj で努いた詩H 回写楽震は、

N.P.O 法人。〉主主役者事となり玄した。 内容はA4サイズの綴主主主主真22点制鋭、 Alサイズのカ'7

ーパネノレiと一白の生汚の事泰子会紹介したものが8枚等を展示する{哉、たわわ繕刊号 (B5サイ

ズ・紛ページ)会答雲行・商日浦し、重Z変隊擦のさき毛事者や、家族主とちめ発言雪、私たちのう支援するグ

ノレープホームの総グト令掲載し、 f脊季設の多若伐をする機会とし欲した。

普段、重量波総務省に会うこともない多くの方たち授はじめ、福祉の主主義務t('関わっている方や

その家族、友人の方たち念で、熱心に克ていたけて、まずは目的役主憲兵立できたと思い3まれ

時 半*

今、自主主主主綬主去により障害者の銭安?交授が変革のひとつとして取り上げられてい設すが、生

きるための一つ一つめ行動にも、支援が必要な家主変総務の人たちの干学級会長Eってほしい。

して必要警な支援を得て、雲散もが自分らしい闘立した生活を目指ttるように..ふ窓い議す。
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i高めあえる人との交読

:a緩め会会長三よ父子

ある医絞殺の!自分の生命エネルギーを高めるような(志望コ高い)

ライブスタイノレを心がければ石当然に人を思いやるようになるJ rごとネ

ルギ…のあふれ出る人と付務会うのがよいj という言葉にお会い恋した。

それは、私がもっとも尊敬し、約50年終わる主主の終主主改〉鐙さ撃とdせて頂いている殿、高官か

ら幸をい須に受けた教えの つ(…設に営努義的・人間的にぶめあえる人と交流するようにー)

でもあちました。

若手月のたわわを拝読し、撃をき華が「今Jfこまさ伎宅金ず、売をえすえて行動されるお姿がまjさに

f必の隠し、j方々であると議長級王主しまナ。淡々心豊豊かに羽るくお過ごしになりますように。

親の患い

福固定予

20年ほど重立に、 開設のマンションに阪総げたのがきっかけマ、ょっぱ(~雲寺l土地主農作業

所ょっばホ…ム)I之島きわることにえtり、今日がみ埋ます。

そのEきの)¥';容が、勢津子さんとき妻子甘さんでした。 授、い大変な袴期もめり fバザーj も時に

はJiiと21illもあったちして、 綴0)努力も限界かなと忽うこともまちりましたが、その王者主主あ

って今凶がみるの行しよう。

今は、き昆:(:EGり緩やそ子供の安定した投獄泊三 f続き」ますようにと車買っておち

訟はょっばにお没言きになって?災かったJと怒っておりますむ

党拐、宮畿を害者への差別の昔話会事主きましたが、潔3タトミ智i土I塗筈者の主義i主主ド若手せと患っている人が

委長いと波、います。ですぷ、犯は次郎と毒事らせてぶ当に良かったとJ怒っております8

外出待;こ近所言蓄などしていると、この人は、 2なげのんきそーに毒事らしているのかな

~という綴さとされることもあちゑすよ。

長い人生、いろいろありますまみおは後 10年ほどは頑張ちたいと思っておちます。
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※ 華主込み'受け取りの処理の関係仁ご協議案が遅くなるさ雪合があり3l2T。御ア傘下さい。

j r (l めがねの捧 ; 

! '--' ニュースで シンドラ一社製ぶレベータ…の事毒立の綴をみました。その j

i後で伎の会訟のおレベ}グーも 紋隊をしていたことが次々とででき注した。 ; 

i 総は とても怨いなと思ってみ3ました。 I

* * * 
; エレベ…ターで 忍iい出すことがありミます。!

iずっと議会は、エレペ…ターのボタンも 潟いところに怠ることが多く、々は 隊後者応こボタ;

:ンカ宮下にもついていま判2 昔はねなどはあょっと引鳴きませんマした。 i 
l それで t決めジハt:̂ ，!)テーションセンターにいるとき、先発三が 俸のさきにプラスチック;

;の粘土のようなかたま、ちをつけてくださって、それ明タン榊して …人でエ V~-~ーに;
! :乗って、館内や教室を事多数していました。始めは溶かったけれど、だんだんなれて ちょ j

!っとよ手にな付した。紘は その鯵&細長い僚にさし亡、いつも家イスの燃にぶら下げ汁持:

!っていたので みんなに?魔法の てアラーtoゃん汀と呼ばれてい家しまこ。その頃ジうことを思 I

jい出してちょっと 機かしかったです。 : 

! でちとこのニュースを潤いて とて弘 緩くなり家し?と。

iもし今 エレベーターののに取り淡されたらと思うと ぞっとし診した。とても怒V 付。 i 
; エレベーターのことでは 棒察緩たちも緩いこと言い絞けて、紋必どでも 少しずつ燃えて;

!告を利iこなりましたが、こんな務とし穴が総会れていた2なんて! ! 

: エレベーターが絞降だと、川出ずれ引不自前人はお手上げ汁。 i

j タト閣の牛肉などは 溶ければ食べずにいれば、よいけれ2子、準イスの人i土 !絞殺さを行くわけに i

!はいかないのです。

! 閉じ込められたくなければ 然ける人は絞殺を歩けばよいけれど幸ょたちは それがお来ま!

iせんから.. . . 0 I 

大原 道王子 ! 
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今月のょっぱホーム i 
i ょっぱホ…ム i 

; 刊のある土壌夜、問さんと筏隠さん、総さんのお姉さん、〈川ーさんと総裁切な:

iとみらい毒患に揺られて人形の家に行ってき玄した。だいぶ訴に1凶行ったのマす!ぷ、新たにリ ! 

!日…アノレされたということマ、みんなで楽しみにしていれた。現j殺してグルりと餓単は;

i t;と~と、劇場 iこて人彩艇が始まるとのことで移激しました。織さ芸(J)燦溶から宅産までの廃5患を、 i

jかわいい人形たちが慨してく才岐したぞれから航機内へ、後恥抗日な衣装けに i
j まとった人~をみて、世界(J)文化を感じてきました。

i 笈震をは隣のメルパノレク内のレストランiこて、パスタや肉料織など?をベセきました。高畠さん

il制約擦に福間さん、側さんへのお土産のお総子を翼いたかったよ予ですが、適当々ものが
i今く少々不滅多誌な様子もありましたが、何はともあれ然壌に

i帰宅しれた。外附東横線網みなとみらい蜘こよく凝りま
iすが、奴主主さんがいつも毅切に対応してくださるのい守、こち

;一一昨きて安心してい計 一瞬Fj
; 第2ょっぱホーム

! rおはようございま~すj 今屈は、入居者がダイサーヒeスに行くまでの殺の様子きそお話しし!

iたいと，轡います。 i

! まず、 7締約後に阿悩んと大附ん内旅します。如、担輔さんは“もう起きてるよJi
jと7時より前;こ良分からドアを綴げてスタッアを喜子ぶこともあちますG ガタフザタっとドアを務 i

iけるおこスタッブは驚いたりします。後釈を附引どングiこ来るとニコニコ綴〈仇-)関!
!覚めが良かったようですね。!

i 大原さんち奇襲警えてリピングiこ※ます。綴おうい気iこyなってしごまう検混をし、ぞれからスタ;

!ッブと季語のニュース会見ながらゆっくりと綴食を食べ絡めます。

1 7時30分総長誌にl士山間jちんと冨岡さんぷ起床します。スタップが続長震に行くとすωFに怒さ i

jていたり、眠そうな顔合し℃いることもあります。藩替え令済ませ、交に起きていた2人に「必;
i はよう ~J と挨拶をしでから朝食マす。親会以鋒朝スタップが作り‘ど室長とよさ味幣rtのある和 i

j食のメニ品ーになっています。 : 

! 草寿食会終えたノにから、出発までは食休みをします。 3チャンネノレのテレどを見ながら歯磨き!

:をする人材守ンスのおれんが気に入って和室で榔これながら見ている人、知っている寂綴!

!などが流れてきてそれを欽ったり、闘いていたり・・

きま寺すぎに送迎家主主来るので、天気がいい隠は玄潔うもて?花を見ながら待ったりもします。「今;

臼もラ誌にいってらっしゃい~J こうして入騰議停のー呂志主始絞ります。!
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